
令
和
４
年
度
運
営
方
針
経
協

本
部
は
４
月
１
日
、
令
和

４
年
度
運
営
方
針
の
経
営
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

社
は
、
毎
年
同
様
「
３
世
代

の
鉄
道
」
「
日
本
の
大
動
脈

輸
送
」
を
錦
の
御
旗
に
、
リ

ニ
ア
建
設
を
強
力
に
推
進
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
リ
ニ
ア
投
資
額

は
５
５
０
億
円
減
の
３
，
７

５
０
億
円
で
す
が
、
根
拠
に

つ
い
て
会
社
は
「
東
京
外
環

道
の
崩
落
事
故
を
受
け
、
住

民
に
シ
ー
ル
ド
工
法
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
す
る
。
土
地

の
買
収
の
ピ
ー
ク
を
超
え

た
」
と
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
２
０
２
７

年
開
業
を
諦
め
、
建
設
資
金

の
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
、

と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
本
部
は
「
静
岡
工
区
以

外
に
も
遅
れ
が
出
て
い
る
の

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
会

社
は
「
行
程
は
タ
イ
ト
だ
が
、

着
実
に
進
め
て
い
る
。
静
岡

工
区
だ
け
が
ネ
ッ
ク
だ
」
と
、

静
岡
だ
け
が
建
設
の
足
を
引

っ
張
っ
て
い
る
と
の
見
解
を

示
し
ま
し
た
。

最
も
重
要
な
問
題
は
、
財

政
投
融
資
の
資
金
が
２
兆
円

を
切
り
、
あ
と
４
兆
円
の
資

金
が
必
要
と
さ
れ
る
中
、
資

金
調
達
の
方
法
が
不
透
明
で

あ
り
、
か
つ
、
財
政
投
融
資

か
ら
の
融
資
の
返
済
（
毎
年

約
３
，
０
０
０
億
円
）
の
見

込
み
が
立
た
な
い
こ
と
で

す
。
建
設
資
金
は
あ
と
５
年

で
底
を
突
き
ま
す
。
会
社
は
、

た
だ
た
だ
「
破
綻
し
な
い
よ

う
に
や
る
し
か
な
い
」
と
い

う
主
張
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

本
部
は
、
「
こ
の
よ
う
な

状
況
で
リ
ニ
ア
建
設
を
進
め

る
こ
と
は
、
経
営
破
綻
を
招

く
。
即
刻
建
設
を
中
止
せ
よ
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
崩
落
事
故

業
務
委
員
会

本
部
は
４
月

日
、
「
リ

19

ニ
ア
中
央
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

工
事
崩
落
事
故
に
関
す
る
申

し
入
れ
」
（
『
申
第

号
』
）

16

に
対
す
る
業
務
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
瀬
戸

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
の
死
傷
事

故
が
昨
年

月

日
に
発
生

10

27

し
、
本
部
は
翌
日
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。
す
で
に
半
年
以

上
が
経
過
し
た
こ
と
に
対

し
、
本
部
は
冒
頭
抗
議
し
ま

し
た
。

会
社
は
、
こ
の
事
故
の
見

解
で
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵

守
等
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
表
明
し
ま
し
た
が
、

亡
く
な
ら
れ
た
作
業
員
へ
の

お
悔
や
み
の
言
葉
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
発
防

止
に
つ
い
て
は
「
中
央
新
幹

線
安
全
推
進
協
議
会
を
通
じ

て
奥
村
組
Ｊ
Ｖ
の
取
り
組
み

を
他
の
施
工
会
社
に
も
展
開

す
る
こ
と
で
、
中
央
新
幹
線

に
関
わ
る
工
事
の
労
働
災
害

の
防
止
を
よ
り
協
力
に
進
め

Ｊ
Ｒ
総
連
沖
縄
平
和
研
修

が
４
月
９
～

日
の
日
程
で

11

開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
採
用
の
組

合
員

名
が
参
加
し
ま
し

20

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
は
、

本
部
森
下
組
織
部
長
、
松
山

共
闘
部
長
、
新
幹
線
地
本
水

野
教
宣
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
。一

行
は
、
辺
野
古
テ
ン
ト

村
、
嘉
数
高
台
公
園
（
普
天

間
基
地
）
、
第

軍
事
司
令

32

部
壕
跡
・
ト
ー
チ
カ
跡
、
ひ

め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
、

魂
魄
（
こ
ん
ぱ
く
）
の
塔
、

県
立
平
和
祈
念
公
園
（
資
料

館
、
平
和
の
礎
な
ど
）
、
糸

数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
、
旧
海
軍

司
令
部
壕
な
ど
を
訪
問
・
見

学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
に
移
住
し
た

美
世
志
会
の
梁
次
さ
ん
が
現

地
で
研
修
団
を
出
迎
え
、
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
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て
い
く
」
と
回
答
し
ま
し
た

が
、
以
後
４
件
も
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
本
部
は

「
事
故
の
教
訓
が
活
か
さ
れ

て
い
な
い
」
と
主
張
し
ま
し

た
が
、
会
社
は
「
全
く
同
じ

労
災
は
な
い
」
と
、
真
摯
に

向
き
合
う
姿
勢
は
見
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

過
去
、
黒
部
ダ
ム
や
青
函

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
難
工
事
で

殉
職
者
が
出
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
部
は
リ
ニ
ア
建
設
の

中
止
を
強
く
主
張
し
ま
し

た
。
会
社
は
「
建
設
を
中
止

す
る
考
え
は
な
い
。
日
本
の

大
動
脈
推
進
を
よ
り
力
強
く

担
う
と
い
う
、
当
社
本
来
の

使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
、
施
工
会
社
と
協
力
し
て
、

労
働
災
害
の
防
止
を
よ
り
協

力
に
進
め
、
工
事
の
安
全
、

環
境
の
保
全
、
地
域
と
の
連

携
を
重
視
し
て
建
設
を
完
遂

し
て
い
く
」
と
回
答
し
ま
し

た
。し

か
し
、
岐
阜
県
で
残
土

か
ら
重
金
属
が
検
出
さ
れ
県

か
ら
指
導
さ
れ
、
大
井
川
流

出
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま

で
、
環
境
の
保
全
は
遵
守
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
環

道
の
大
深
度
地
下
工
事
に
伴

う
陥
没
問
題
で
は
、
住
民
に

は
外
環
道
と
は
地
盤
が
違
う

と
の
見
解
を
一
方
的
に
押
し

つ
け
、
「
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
た
」
と
見
解
を
示
す
な

ど
、
地
域
と
の
連
携
ど
こ
ろ

か
、
蔑
ろ
に
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。

各
労
使
協
議
で
危
機
的
状
況
が
浮
き
彫
り
に

リ
ニ
ア
建
設
即
中
止
を
主
張

現地に立って平和を学ぶ
ＪＲ総連沖縄平和研修に３名参加

「
汽
笛
」
は
２
面
に
掲

載
し
ま
し
た
。



Ｊ
Ｒ
東
海
労
若
手
３

名
が
沖
縄
平
和
研
修
に

参
加
し
た
。
こ
こ
で
学

ん
だ
の
が
「
軍
隊
は
国

汽 笛

大
運
分
会
西
さ
ん

大
阪
運
輸
所
分
会
西
三
喜

夫
さ
ん
の
エ
ム
テ
ィ
ー
か
ら

の
出
向
取
り
消
し
に
対
し

て
、
こ
の
間
Ｊ
Ｒ
東
海
は
「
協

議
中
」
と
し
て
何
ら
対
応
せ

ず
、
西
さ
ん
は
出
向
に
放
置

さ
れ
た
状
態
で
し
た
。
新
幹

線
関
西
地
本
は
３
月

日
、

23

エ
ム
テ
ィ
ー
と
団
体
交
渉
を

開
催
し
、
エ
ム
テ
ィ
ー
は
「
西

さ
ん
は
Ｊ
Ｒ
東
海
に
帰
っ
て

も
ら
う
」
と
表
明
し
、
３
月

日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
に
西
さ
ん

25の
出
向
取
り
消
し
を
通
知
し

ま
し
た
。

こ
の
二
度
目
の
通
知
に
つ

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
一
千

万
署
名
市
民
の
会
」
主
催
の

「
４
．

さ
よ
う
な
ら
原
発

16

首
都
圏
集
会
」
が
４
月

日
、

16

東
京
都
・
亀
戸
中
央
公
園
で

開
催
さ
れ
、
２
，
３
０
０
名

（
主
催
者
発
表
）
が
結
集
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
Ｏ

Ｂ
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ
総
連
や
９

条
連
の
仲
間
と
共
に
参
加
し

ま
し
た
。

集
会
後
は
デ
モ
行
進
で
、

原
発
廃
止
や
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
原
発
攻
撃
反
対
を
市
民
に

訴
え
て
き
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
は
、
結
成
30

年
を
記
念
し
て
写
真
集
を
作

成
し
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
り
、
写
真
集

編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
１
年
以
上
の
期

間
を
費
や
し
、
大
作
が
完
成

し
ま
し
た
。
結
成
大
会
か
ら

始
ま
り
、
各
種
行
事
、
ス
ト

ラ
イ
キ
、
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル

な
ど
、
盛
り
沢
山
で
す
。

写
真
集
は
、
各
地
本
に
も

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

民
を
守
ら
な
い
」
で
あ
る
。

沖
縄
戦
で
日
本
軍
は
、
ガ
マ

（
自
然
洞
窟
）
に
避
難
し
た

人
た
ち
の
食
料
を
強
奪
し
た

り
、
追
い
出
し
た
り
、
モ
ノ

言
え
ば
殺
害
を
し
た
。
米
軍

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る

と
、
集
団
自
決
さ
せ
た
▼
こ

の
沖
縄
戦
に
匹
敵
す
る
の

が
、
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
あ

ろ
う
。
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
侵

攻
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

一
方
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
は
、

歳
～

歳
ま
で
の

18

60

男
性
の
出
国
を
禁
止
し
た
。

つ
ま
り
軍
徴
用
の
強
制
で
あ

る
。
兵
隊
と
い
え
ど
も
一
般

市
民
で
あ
り
、
国
の
指
導
者

は
闘
わ
ず
、
両
国
の
一
般
市

民
同
士
が
殺
し
合
い
を
す
る

の
で
あ
る
。
沖
縄
の
ガ
マ
が
、

マ
リ
ウ
ポ
リ
の
製
鉄
所
と
重

な
っ
て
見
え
て
し
ま
う
。
戦

争
の
犠
牲
に
な
る
の
は
一
般

市
民
、
儲
か
る
の
は
軍
事
産

業
と
そ
れ
に
追
随
す
る
政
治

家
だ
▼
岸
田
政
権
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
に
便
乗
し
、
防

衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
、
米
国

と
の
核
共
有
な
ど
を
企
ん
で

い
る
。
憲
法
を
改
悪
し
て
自

衛
隊
を
軍
隊
に
す
れ
ば
、
日

本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
、
沖
縄
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
同
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
▼

マ
ス
コ
ミ
の
論
調
は
、
ロ
シ

ア
が
悪
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

正
義
と
い
う
風
潮
だ
。
し
か

し
歴
史
を
見
て
も
、
正
義
の

戦
争
は
な
い
。
世
論
操
作
に

騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
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い
て
新
幹
線
関
西
地
本
は
、

４
月

日
に
開
催
さ
れ
た
関

13

西
支
社
と
の
経
営
協
議
会
に

お
い
て
、
こ
の
問
題
を
追
及

し
ま
し
た
。
関
西
支
社
は
「
現

段
階
で
何
も
申
し
上
げ
る
こ

と
は
な
い
」
と
、
出
向
取
り

消
し
拒
否
と
い
う
無
責
任
な

対
応
に
終
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
新
幹
線
関
西
地
本

が
３
月

日
に
申
し
入
れ
た

25

「
西
組
合
員
の
出
向
を
直
ち

に
解
除
し
、
元
職
場
（
大
阪

第
一
運
輸
所
）
に
復
職
す
る

こ
と
を
求
め
る
」
緊
急
申
し

入
れ
（
『
申
第

号
』
）
に
対

25

し
て
、
関
西
支
社
は
４
月
15

原発反対！戦争反対！
さようなら原発集会に参加

日
「
就
業
規
則
第

条
２
に

28

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
人

54事
運
用
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
出
向
す
る
も
の
と
定
め

て
い
る
。
今
後
も
そ
の
旨
を

踏
ま
え
対
応
す
る
」
と
、
西

さ
ん
の
出
向
取
り
消
し
を
拒

否
す
る
回
答
を
行
い
ま
し

た
。し

か
し
、
同
分
会
の
前
田

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
「
出
向

先
会
社
の
都
合
」
と
い
う
理

由
で
出
向
が
取
り
消
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
矛
盾
し
た
対
応

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
認
定
特

定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本

雲
南
聨
誼
協
会
」
が
運
営
す

る
「

の
小
さ
な
夢
募
金
」

25

に
賛
同
し
、
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間

は
高
校
在
学
の
３
年
間
で
、

東
運
分
会
佐
藤
さ
ん

東
京
運
輸
所
分
会
佐
藤
正

美
さ
ん
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海

は
、「
出
向
先
か
ら
の
要
請
」

と
い
う
理
由
で
ス
リ
ー
エ
ス

の
出
向
解
除
を
通
知
し
ま
し

た
。
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、

元
職
場
で
あ
る
東
京
第
二
運

輸
所
で
は
な
く
、
㈱
ニ
ッ
ケ

イ
・
ラ
イ
フ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
と
い
う
警
備
会
社
に
一
方

募
金
は
「
平
和
・
人
権
・
民

主
主
義
を
守
る
た
め
の
連
帯

基
金
」
か
ら
支
出
し
て
い
ま

す
。今

回
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

陳
世
芳
さ
ん
か
ら
、
卒
業
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
間

的
に
出
向
を
通
知
す
る
と
い

う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。
し
か

も
、
勤
務
先
は
自
宅
か
ら
相

当
な
時
間
が
か
か
る
場
所
で

す
。佐

藤
さ
ん
は
、
こ
れ
を
不

服
と
し
て
簡
易
苦
情
申
告
を

行
い
ま
し
た
。
新
幹
線
地
本

は
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
と
し

て
、
元
職
場
に
復
帰
さ
せ
る

闘
い
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

出
向
を
め
ぐ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
異
常
な
扱
い

元
職
場
復
帰
に
向
け
て
闘
い
継
続

雲
南
省
「

の
小
さ
な
夢
募
金
」
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卒
業
生
か
ら
手
紙
が
届
く

の
お
礼
と
今
後
の
抱
負
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
宛
に
手

紙
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

御 礼
2022ＪＲ総連春闘において、本部は再申し入れの団

体交渉を行いました。この交渉にあたり、ＪＲ総連及

び全加盟単組の127機関より激励メッセージが寄せら

れました。本紙面にて御礼申しあげます。

名古屋地本が結成30年
記念写真集を作成！


